
 

 

 

新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム       単施設研究用 

※黒字 定型事項 消さないで下さい。 

 

研究課題「瘤拡大を伴う TypeⅡEndoleak に潜む、診断困難な Type I 及び III 

Endoleak の診断」 

 

１．研究の対象 

2008年 1月 1日から 2021年 12月 31日までに高知大学と高知日赤病院で待期的に腹部大

動脈瘤に EVAR を実施したフォロー期間が一年以上かつ 18歳以上の成人症例で、瘤拡大を伴う

typeⅡEndoleak を認める症例 

 

２．研究目的・方法 

一般社団法人 National Clinical Database（以下、NCD）は、日本における手術患者の術前、術

中、術後情報を入力することで、日本での臨床現場の医療情報を体系的に把握し、医療の質向上

に資する分析を行うものです。当科で施行された全ての手術も National Database に登録しており

ます。 

本研究の目的はそのデータを使用することで、通常では診断が難しい TypeⅡに潜む TypeⅠ或

いは TypeⅢ Endoleak を適切に診断するための糸口を探ることです。適切な診断により、より病態

に沿った治療をすることができ、結果的に不要な治療を減らせる可能性があります。研究実施期間

は、倫理委員会承認日～2023 年 12 月 31日までになります。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

登録される情報は以下のようにわけられます。 

① すべての手術・治療について登録する基本項目（13 項目前後、統計的調査） 

生年月日、性別、手術回数、手術日、身長、体重、既往歴（高血圧、脂質異常症、糖尿病）、腎機

能、呼吸機能、合併症など 

②手術・治療ごとに異なる詳細な項目 

①の基本項目よりも詳しい患者さんの情報、手術入院情報、術後情報などが入力されます。腹部

大動脈手術患者においては数十項目の登録となります。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方

にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。そ



 

 

 

の場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

高知大学医学部 心臓血管外科学講座 三石 淳之 

〒783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮 

TEL：088-880-2375 

FAX：088-880-2376 

E-mail： im32＠kochi-u.ac.jp 

 

研究責任者： 

  高知大学医学部心臓血管外科学講座 三石 淳之 
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